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農環研30周年記念シンポジウム

　農業環境技術研究所では、1959年から、核実験や

核施設の事故によって放出された放射性物質（セシウ

ム137やストロンチウム90）の作物や土壌中における

濃度をモニタリング調査し、その動態を把握する研究

などを行ってきました。そうした中、2011年3月11日

の東日本大震災で発生した原子力発電所の事故によ

り、多量の放射性物質が環境中に放出され、福島県を

中心とした日本の広範囲で農作物や土壌などが汚染

されました。

　事故当時、農環研ではゲルマニウム半導体検出器

を9台保有していましたが、地震によって不具合を生

じた機器を直ちに整備した上で、農産物や土壌の放

射性物質濃度を確認しながら、迅速で精度の高い採

取法・分析法のマニュアルを作成しました。次いで、研

究所内で栽培している野菜と土壌、畜産草地研究所

から提供された生乳の放射性物質濃度を連続して分

析し、その経時変化から直接汚染の程度を調べまし

た（図1）。その後、東北・関東地方各県からの依頼を

受け、野菜や果樹、土壌などの放射性物質濃度を測

定し、その結果は各県のホームページに公開され

ました。

　農地土壌の汚染状況については、2011年度に2度、

2012年度に1度、文部科学省の航空機モニタリング

による空間線量率マップ、農環研のデジタル農地土壌

図、および放射性セシウム濃度の実測値に基づいて、

農地土壌の放射性セシウム濃度分布図を作成して公

開しました。さらに濃度別の面積を算出し、これらは営

農対策や除染計画のための資料となりました。

　2011年には、当時設定されていた放射性セシウム

濃度の暫定規制値500ベクレル/kgを超える玄米が

検出されました。そのため、農環研は福島県農業総合

センターなどとともに、高濃度玄米が発生した水田に

おける栽培管理方法や土壌特性などを調査し、原因

を究明しました。その成果は、翌2012年産水稲の作

付け指導（反転耕・深耕・土壌改良資材やカリ肥料の

施用など）や調査の実施方法に生かされました。また、

ダイズやソバについても基準値を越える農作物が検

出された時には、玄米と同様の対応を行っています。

　土壌中の放射性セシウム濃度は、今後、物理崩壊に

よる低下以外にも、地下浸透、灌漑水による供給、排

水からの流出、土壌侵食、および作物による持ち出し

などの移動により低下すると予想されます（図2）。各

地点におけるこれらの要因の寄与をモデルによって

推定できれば、除染農地の再汚染の有無、土壌の放

射性セシウム濃度や空間線量率の分布などの将来予

測が可能になります。そのため、農環研では、農地にお

ける放射性セシウムの動態モデルの開発とモニタリ

ングによるモデルの検証などを進めています。さらに、

測定に手間や時間、経費がかかる放射性物質濃度の

簡易な分析方法の開発も行なっています。
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図１ 農環研内の環境放射能観測圃場
手前はコムギ、奥はホウレンソウやコマツナなどの野菜
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図2  放射性セシウムの農林地での動態


